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＜本資料の目的＞

この資料では、申請企業様に公開用ラベルをご準備いただく際の、記載事項のアドバイスやお願い事項をご紹介しております。

その他ご不明な点ございましたら、事務局にお問合せ頂けますよう、お願い致します。

2013年4月版

１．エコリーフ検証書類一式について

２．公開ラベル用原紙の提出方法について



様式1．製品環境情報(PEAD)
様式2．製品環境情報開示シート（PEIDS)
様式3．製品データシート（PDS)

１．エコリーフの検証書類一式について

【公開情報の書類】

様式1 様式2 様式3

様式4 様式5

様式6

様式7

＜説明内容＞

様式 1 製品環境情報

①ラベル（様式1）への日付・代表者氏名の記載について

②補正検証を実施したラベルの記載について

③グラフ・表組み数値の記載について

④新旧のテンプレートについて

⑤ラベルのPDF化の際のお願い

様式 ２ 製品環境情報開示シート

①シートの種類

②データの記載方法について

様式 ３ 製品データシート

提出前にご確認いただきたい事項



■データの記載方法について
A セクション：製品分類名・適用PCR 番号欄
B セクション：会社ロゴ・社名・連絡先
C セクション：製品仕様
E セクション：定量的環境情報

（以下の３点は掲載必須項目です。）
①温暖化負荷(CO2 換算)②酸性化負荷(SO2 換算)③エネルギー消費

※他選択項目の採否は製品分類ごとにPCR で決定され、
“記載自由”とされる場合には、PEAD の記載はラベル作成事業者の判断に委ねられます。

《注》
・リサイクル効果の算出が無い場合は項目３を削除、
・海外生産に関わらない場合は項目４を削除

《その他環境関連情報》：
・他の環境ラベル取得状況，各種の環境関連認証・認定取得状況，有害物質情報

公開ラベル 様式１

＜各セクションの位置＞

Ｂ Ｃ

Ｄ Ｅ

様式1 製品環境情報
PEAD - Product Environmental Aspect Declaration

Ａ

（その他、詳しくはガイドラインの該当項目をご参照ください。）
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評価レビューパネル 代表 ： 産環 太郎 所属 ： 神田大学

PCR 制定・改訂日 2011/5/13 有効期間 2011/5/13 ～ 2014/5/12
※現行のＰＣＲを対象に、有効期間は、制定・更新または継続を目的とした改訂から丸３年とする。

①ラベル（様式1）への日付・代表者氏名の記載について

＜ラベル様式１＞

＜PCRの記載 （改訂の場合の例）＞

ＰＣＲレビューの実施：評価レビューパネル 2011年5月13日 代表者氏名 産環 太郎 所属 神田大学 .
ISO14025に従った本ラベル及びデータの独立した検証 □内部 ■外部 第三者検証者*：氏名 ●● ●● .
プログラム運用者：社団法人産業環境管理協会エコリーフ事業室 ecoleaf@jemai.or.jp

*システム認定を受けた事業体内の検証の場合は、「第三者検証者」*の後にシステム認定をおこなった審査員の名称を記載のこと。

実施日 訂番等 実施内容

2011/5/13 01 制定

2011/11/21 修正 第17項にリチウム電池の原単位を、また別紙６を追加。

本PCRの制定・承認情報

本ＰＣＲの改訂等履歴

該当PCR下に記載の
レビュー実施日
（制定/改訂）

該当PCR下に記
載の代表者名と
所属名

システム認定の場合：「第３者検証者」と氏名の間
に「システム審査員」と追記し、「システム認定更
新時の主審査員名」を記載

例：第三者検証者*：システム審査員 氏名 山田 太郎 .

様式１下部の内容については、以下の該当箇所（ＰＣＲの記載内容）をそのままご記入ください。

原則として、「評価レビューパ
ネル」と記載。ただし、①が
2008年3月31日までは、「審議
委員会」と記載。

公開ラベル 様式１
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ライフサイクルでの消費・排出 全ステージ合計

1281.7kg

( 1268.0kg )

1.45kg

( 1.42kg )

17,700MJ
( 17,500MJ )

*（　）内はリサイクル効果（注.3)を含む環境負荷を示します。

温暖化負荷(CO2)換算

酸性化負荷（SO2）換算

エネルギー消費量

②補正検証を実施したラベルの記載について

１）補正内容により、様式１の記載方法が変わるため、
補正申請書にどのＰＣＲを用いるかご記載下さい。

２）補正検証した場合、原則として、
・ラベルの公開日は変更いたしません。

・ラベル番号の末尾に「-Ａ」「-Ｂ」
などのアルファベットがつきます。
（補正の回数によって、変化します。） -Ａ

補正検証を行ったラベルの製品番号は以下のようにご記入ください。公開日はそのままで結構です。

③グラフ・表組み数値の記載について

事務局では、ラベルの見やすさを考慮し、数値の記載について以下のようなアドバイスを行っております。

１）表組み数値：グラフ表記の桁数に揃える。（例えば、下１桁など）

２）エコリーフ原単位は、有効数字３桁の記載になっているので、
算出された数値は既に有効数字３桁に換算されたものと見なします。

３）エネルギー消費表は、
有効数字３桁に数字を
丸めて表記します。

各ステージの温暖化負荷CO2換算値[kg]

180.6

8.7 0.9 8.4

-13.7

1083.1

-200

0

200

400

600

800

1000

1200

素材製造 製品製造 物流 使用 廃棄

直接影響

リサイクル効果

小数点下
1桁

公開ラベル 様式１
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①シートの種類
様式２には、「リサイクル効果」計上なしの場合、ありの場合と２種類の開示シートがあり
ます。（様式名は同じ。英語版シートあり。）

１. 「リサイクル効果」計上ありの場合、
リサイクル効果「計上なし」のシート項目のうち、「合計」項目が「リサイクル効果」と表
記されます。また、ラベル閲覧者の理解を助けるため、「リサイクル効果」について共
通備考に追記されています。

２. 文書管理番号については、以下の通りです。（ソフト使用の場合“ｓ”が付属します。）
リサイクル効果計上なし…様式2-A(F-02A-02)、ソフト使用の場合は、(F-02As-02)
リサイクル効果計上あり…様式2-B(F-02B-02)、ソフト使用の場合は、(F-02Bs-02)

②データの記載方法について
１）指数表示(小数点以下２桁) が原則です。

２）計算あるいは推算データが零と評価される場合，あるいは他のデータとの相対的関
係において無視しうる場合は“0”表示(指数表示にしない) とされます。

３）計算あるいは推算できない場合は“－”表示とし，“0”表示と区別して扱われます。
ＰＣＲの適応外のステージがある場合、表記は「－」となります。

４）“－”欄が含まれない入出力項目に限り，各項目が加算表示されます。
“－”欄が含まれる入出力項目の合計欄は空欄とされます。

＊素材の製造原単位（バックグランドデータ）は、原則として、鉱石より製造した場合の数値
であり、スクラップ等は含まれません。（詳細は、エコリーフ原単位リスト参照）

公開ラベル 様式２

様式２ 製品環境情報開示シート
PEIDS - Product Environmental Information Data Sheet

リサイクル効果計上ある場合、「リ
サイクル効果」、ない場合、「合
計」と掲載されます。
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様式３ 製品データシート
PDS - Product Data Sheet

以下、事務局に公開ラベルご提出前に、再度ご確認ください。

公開ラベル 様式３

包装材含む製品重量の合計値が正しいですか？

ＰＣＲ名の後に、ＰＣＲ番号も記載してください。
例：家庭用衣類洗濯機(適用PCR番号：ZZ-01）

２箇所の数値は同じですか？
両者は製品と包装材の合計ですので、原則同じになります。
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公開ラベルのPDF化 「CO２の文字化け」
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＜英語版様式２ 共通備考部分から抜粋＞
III Impact analyses
Result of the “Impact  analyses" is  found in converting results of 

inventory analyses into total amount of a  reference material (e.g. 
CO2  in case of "Global Warming").
A. Impact "by resource consumption" represents magnitude of 

impacts to resource depletion.
B. Impact "by emission/discharge to environment" represents 

magnitude of impacts to Atmosphere, Water and Soil system.

ラベルの公開準備について

様式２の共通備考部分
（特に英語版）にある「CO２」表示は、文字化けが
生じることが多いため、提出の際ご注意ください。
フォントを小さくする、下付文字にするなどしてご
対応ください。

PDF化の際には、様式１～３までを結合した一つのPDFファイルとして作成・送付お願いします。
＊事務局で結合時でのミスを防止し、確実に公開するために、 ご協力願います。

様式
１

様式
2

様式
3

+ + 公開版送付
１つのファイルで

PDF化した際に、表示部分が欠けることがあります。
（特に様式１）

提出前に最終確認して頂けますよう、宜しくお願いします。
（特に左図 赤丸部分にご注意ください。）

公開ラベルのPDF化 「様式1～3を１つのファイルに」


